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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信の機能を移動ノードに提供する電気通信システムにおいて、
　コアネットワークと無線ネットワークとを含むパケット無線ネットワークを備え、
　上記コアネットワークは、インターネットパケットを、上記パケット無線ネットワーク
内の上記移動ノードの位置に基づいて、上記無線ネットワークに／から通信し、
　上記無線ネットワークは、上記コアネットワークによって受信されたインターネットパ
ケット及び無線アクセスインタフェースに送信するインターネットパケットを、上記移動
ノードに／から通信し、
　上記コアネットワーク及び上記無線ネットワークは、
　上記移動ノードの位置に基づいて確立された当該コアネットワーク及び当該無線ネット
ワークのうちの少なくとも１つの現在のルーティング構成及び通信リソースに基づいて、
上記インターネットパケットを通信し、
　上記移動ノードは、
　上記インターネットパケットを上記無線ネットワークに亘って通信する通信ベアラを確
立するパケット接続手順に基づいて、他の移動ノードから受信されるインターネットパケ
ットに対する優先度であって、当該移動ノードに／から通信するインターネットパケット
に与える該優先度を表すサービスレベル識別子を含むパケットデータ接続起動要求を生成
し、
　上記パケットデータ接続起動要求を、上記パケット無線ネットワークの上記コアネット
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ワークに通信し、
　上記コアネットワークは、
　上記パケットデータ接続起動要求に基づいて、当該コアネットワーク及び上記無線ネッ
トワークを介する上記移動ノードへの／からの通信ベアラを確立し、
　上記移動ノードの位置が変化した後の当該コアネットワーク及び上記無線ネットワーク
のうちの少なくとも１つの上記現在のルーティング構成及び通信リソースを、上記優先度
を表す上記サービスレベル識別子に基づいて適応化することを特徴とする電気通信システ
ム。
【請求項２】
　上記ルーティング構成及び通信リソースは、上記インターネットパケットを上記移動ノ
ードに通信し及び該移動ノードから受信できるように、インターネットパケットがルーテ
ィングされ及び受信されるルーティングエリアを上記コアネットワークに提供することを
含み、
　上記コアネットワークは、上記移動ノードから受信されるルーティングエリア更新要求
に応じて、該ルーティングエリア更新要求を、上記サービスレベル識別子によって表され
る要求優先度に基づいて処理することを特徴とする請求項１記載の電気通信システム。
【請求項３】
　上記コアネットワークは、少なくとも１つのサービングパケット無線システムサポート
ノードと、パケット無線システムゲートウェイサポートノードとを含み、
　上記移動ノードから受信されるルーティングエリア更新要求は、サービングパケット無
線システムサポートノード内ルーティングエリア更新を含むことを特徴とする請求項２記
載の電気通信システム。
【請求項４】
　上記コアネットワークは、少なくとも１つのサービングパケット無線システムサポート
ノードと、パケット無線システムゲートウェイサポートノードとを含み、
　上記移動ノードから受信されるルーティングエリア更新要求は、サービングパケット無
線システムサポートノード間ルーティングエリア更新を含むことを特徴とする請求項２記
載の電気通信システム。
【請求項５】
　上記ルーティング構成及び通信リソースは、上記無線ネットワークの複数の無線通信ノ
ードのうちの第１の無線通信ノードに対する上記移動ノードの接続に基づいて、上記イン
ターネットパケットを該移動ノードに／からルーティングし、
　上記コアネットワークは、上記移動ノードが上記無線ネットワークの上記第１の無線通
信ノードから第２の無線通信ノードに加入した後の該移動ノードの該第１の無線通信ノー
ドと該第２の無線通信ノード間のハンドオーバ手順を、上記サービスレベル識別子によっ
て表される要求優先度に基づいて、処理することを特徴とする請求項１乃至４いずれか１
項記載の電気通信システム。
【請求項６】
　上記パケットデータ接続起動要求は、パケットデータプロトコル起動要求であり、上記
サービスレベル識別子は、該パケットデータプロトコル起動要求のプロトコル設定オプシ
ョンパートによって提供されることを特徴とする請求項１乃至５いずれか１項記載の電気
通信システム。
【請求項７】
　上記コアネットワークは、上記サービスレベル識別子が、上記移動ノードに割り当てら
れたパケットデータプロトコルアドレスに関連して記憶されるプロファイルキャッシュを
維持することを特徴とする請求項１乃至６いずれか１項記載の電気通信システム。
【請求項８】
　上記コアネットワークは、
　上記サービスレベル識別子によって表される要求優先度を、上記パケットデータプロト
コルアドレスに関連して予め設定されたプリセット優先度と比較し、
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　上記要求優先度が上記プリセット優先度を超えていない場合、上記サービスレベル識別
子によって表される要求優先度に基づいて、上記インターネットパケットを通信すること
を特徴とする請求項７記載の電気通信システム。
【請求項９】
　上記パケット無線ネットワークは、汎用パケット無線システム（General Packet Radio
 System：ＧＰＲＳ）であることを特徴とする請求項１乃至８いずれか１項記載の電気通
信システム。
【請求項１０】
　コアネットワーク及び無線ネットワークを含むパケット無線ネットワークを用いて、移
動ノードと移動通信を行う電気通信方法において、
インターネットパケットを、上記パケット無線ネットワーク内の上記移動ノードの位置に
基づいて、該パケット無線ネットワークの上記無線ネットワークに／から通信するステッ
プと、
　上記移動ノードの位置に基づいて確立された上記コアネットワーク及び上記無線ネット
ワークのうちの少なくとも１つの現在のルーティング構成及び通信リソースに基づいて、
該コアネットから該無線ネットワークによって受信される又は該無線ネットワークから該
コアネットワークに送信するインターネットパケットを、無線アクセスインタフェースを
介して、上記移動ノードに／から通信するステップとを有し、
　上記移動ノードの位置に基づいて現在のルーティング構成及び通信リソースを確立する
処理は、
　上記移動ノードを用いて、上記インターネットパケットを上記無線ネットワークに亘っ
て通信する通信ベアラを確立するパケット接続手順に基づいて、パケットデータ接続起動
要求を生成するステップと、
　上記パケットデータ接続起動要求を、他の移動ノードから受信されるインターネットパ
ケットに対する優先度であって、上記移動ノードに／から通信するインターネットパケッ
トに与える該優先度を表すサービスレベル識別子を含むように適応化するステップと、
　上記パケットデータ接続起動要求を、上記パケット無線ネットワークの上記コアネット
ワークに通信するステップと、
　上記コアネットワーク及び上記無線ネットワークを介する上記移動ノードへの／からの
通信ベアラを、上記パケットデータ接続起動要求に基づいて確立するステップと、
　上記移動ノードの位置が変化した後の上記コアネットワーク及び上記無線ネットワーク
のうちの少なくとも１つの上記現在のルーティング構成及び通信リソースを、上記優先度
を表す上記サービスレベル識別子に基づいて適応化するステップとを有することを特徴と
する電気通信方法。
【請求項１１】
　上記ルーティング構成及び通信リソースは、上記インターネットパケットを上記移動ノ
ードに通信し及び該移動ノードから受信できるように、インターネットパケットがルーテ
ィングされ及び受信されるルーティングエリアを上記コアネットワークに提供することを
含み、
　上記移動ノードから受信されるルーティングエリア更新要求に応じて、該ルーティング
エリア更新要求を、上記サービスレベル識別子によって表される要求優先度に基づいて処
理するステップを更に有する請求項１０記載の電気通信方法。
【請求項１２】
　上記コアネットワークは、少なくとも１つのサービングパケット無線システムサポート
ノードと、パケット無線システムゲートウェイサポートノードとを含み、
　上記移動ノードから受信されるルーティングエリア更新要求は、サービングパケット無
線システムサポートノード内ルーティングエリア更新を含むことを特徴とする請求項１１
記載の電気通信方法。
【請求項１３】
　上記コアネットワークは、少なくとも１つのサービングパケット無線システムサポート
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ノードと、パケット無線システムゲートウェイサポートノードとを含み、
　上記移動ノードから受信されるルーティングエリア更新要求は、サービングパケット無
線システムサポートノード間ルーティングエリア更新を含むことを特徴とする請求項１１
記載の電気通信方法。
【請求項１４】
　上記ルーティング構成及び通信リソースは、上記無線ネットワークの複数の無線通信ノ
ードのうちの第１の無線通信ノードに対する上記移動ノードの接続に基づいて、上記イン
ターネットパケットを該移動ノードに／から通信するように決定され、
　上記移動ノードが上記無線ネットワークの上記第１の無線通信ノードから第２の無線通
信ノードに加入した後に、上記コアネットワークにおいて、該移動ノードの該第１の無線
通信ノードと該第２の無線通信ノード間のハンドオーバ手順を、上記サービスレベル識別
子によって表される要求優先度に基づいて、処理するステップを更に有することを特徴と
する請求項１０乃至１３いずれか１項記載の電気通信方法。
【請求項１５】
　上記パケットデータ接続起動要求は、パケットデータプロトコル起動要求であり、上記
サービスレベル識別子は、該パケットデータプロトコル起動要求のプロトコル設定オプシ
ョンパートによって提供されることを特徴とする請求項１０乃至１４いずれか１項記載の
電気通信方法。
【請求項１６】
　上記コアネットワークによって、上記サービスレベル識別子が、上記移動ノードに割り
当てられたパケットデータプロトコルアドレスに関連して記憶されるプロファイルキャッ
シュを維持するステップを更に有する請求項１０乃至１４いずれか１項記載の電気通信方
法。
【請求項１７】
　上記サービスレベル識別子によって表される要求優先度を、上記パケットデータプロト
コルアドレスに関連して予め設定されたプリセット優先度と比較するステップと、
　上記要求優先度が上記プリセット優先度を超えていない場合、上記サービスレベル識別
子によって表される要求優先度に基づいて、上記インターネットパケットを通信するステ
ップとを更に有する請求項１６記載の電気通信方法。
【請求項１８】
　コアネットワーク及び無線ネットワークを含むパケット無線ネットワークに／からイン
ターネットパケットを通信することによって、移動通信の機能を有する移動ノードにおい
て、
　当該移動ノードは、
　上記インターネットパケットを、無線アクセスインタフェースを介して、上記パケット
無線ネットワークの上記無線ネットワークに／から通信し、該無線ネットワークは、上記
コアネットワークから受信される又は該コアネットワークに送信するインターネットパケ
ットを、該無線アクセスインタフェースを介して、当該移動ノードに／から通信し、該コ
アネットワーク及び該無線ネットワークは、当該移動ノードの位置に基づいて確立された
該コアネットワーク及び該無線ネットワークのうちの少なくとも１つの現在のルーティン
グ構成及び通信リソースに基づいて、上記インターネットパケットを通信し、
　当該移動ノードは、
　上記インターネットパケットを上記無線ネットワークに亘って通信する通信ベアラを確
立するパケット接続手順に基づいて、他の移動ノードによって通信されるインターネット
パケットに対する優先度であって、当該移動ノードに受信される及び当該移動ノードから
送信するインターネットパケットに与える該優先度を表すサービスレベル識別子を含むパ
ケットデータ接続起動要求を生成し、
　上記パケットデータ接続起動要求を、上記パケット無線ネットワークの上記コアネット
ワークに通信する移動ノード。
【請求項１９】
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　コアネットワーク及び無線ネットワークを含むパケット無線ネットワークを用いる移動
ノードを用いて、インターネットパケットを通信する電気通信方法において、
　上記無線ネットワークは、上記コアネットワークを介して受信される又は送信するイン
ターネットパケットを、無線アクセスインタフェースを介して、上記移動ノードに／から
通信するように配置されており、上記コアネットワーク及び上記無線ネットワークは、上
記移動ノードの位置に基づいて確立された該コアネットワーク及び該無線ネットワークの
うちの少なくとも１つの現在のルーティング構成及び通信リソースに基づいて、上記イン
ターネットパケットを通信するように配置されており、上記インターネットパケットを、
上記無線アクセスインタフェースを介して、上記パケット無線ネットワークの上記無線ネ
ットワークに／から通信するステップと、
　上記インターネットパケットを上記無線ネットワークに亘って通信する通信ベアラを確
立するパケット接続手順に基づいて、他の移動ノードによって通信されるインターネット
パケットに対する優先度であって、上記移動ノードによって受信される及び該移動ノード
から送信するインターネットパケットに与える該優先度を表すサービスレベル識別子を含
むパケットデータ接続起動要求を生成するステップと、
　上記パケットデータ接続起動要求を、上記パケット無線ネットワークの上記コアネット
ワークに通信するステップとを有する電気通信方法。
【請求項２０】
　コアネットワーク及び無線ネットワークを含むパケット無線ネットワークを用いて、移
動ノードと移動通信を行う電気通信方法において、
インターネットパケットを、上記パケット無線ネットワーク内の上記移動ノードの位置に
基づいて、該パケット無線ネットワークの上記無線ネットワークに／から通信するステッ
プと、
　上記移動ノードの位置に基づいて確立された上記コアネットワーク及び上記無線ネット
ワークのうちの少なくとも１つの現在のルーティング構成及び通信リソースに基づいて、
該コアネットワークから該無線ネットワークによって受信される又は該無線ネットワーク
から該コアネットワークに送信するインターネットパケットを、無線アクセスインタフェ
ースを介して、上記移動ノードに／から通信するステップと、
　上記インターネットパケットを上記無線ネットワークに亘って通信する通信ベアラを確
立するパケット接続手順に基づいて、他の移動ノードから受信されるインターネットパケ
ットに対する優先度であって、上記移動ノードに／から通信するインターネットパケット
に与える該優先度を表すサービスレベル識別子を含むパケットデータ接続起動要求を、該
移動ノードから受信するステップと、
　上記コアネットワーク及び上記無線ネットワークを介する上記移動ノードへの／からの
通信ベアラを、上記パケットデータ接続起動要求に基づいて確立するステップと、
　上記移動ノードの位置が変化した後の上記コアネットワーク及び上記無線ネットワーク
のうちの少なくとも１つの上記現在のルーティング構成及び通信リソースを、上記優先度
を表す上記サービスレベル識別子に基づいて適応化するステップとを有する電気通信方法
。
【請求項２１】
　コアネットワーク及び無線ネットワークを含むパケット無線ネットワークを用いる移動
ノードを用いて、インターネットパケットを通信する通信装置において、
　上記無線ネットワークは、上記コアネットワークを介して受信される又は送信するイン
ターネットパケットを、無線アクセスインタフェースを介して、上記移動ノードに／から
通信するように配置されており、上記コアネットワーク及び上記無線ネットワークは、上
記移動ノードの位置に基づいて確立された該コアネットワーク及び該無線ネットワークの
うちの少なくとも１つの現在のルーティング構成及び通信リソースに基づいて、インター
ネットパケットを通信するように配置されており、上記インターネットパケットを、上記
無線アクセスインタフェースを介して、上記パケット無線ネットワークの上記無線ネット
ワークに／から通信する手段と、
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　上記インターネットパケットを上記無線ネットワークに亘って通信する通信ベアラを確
立するパケット接続手順に基づいて、他の移動ノードによって通信されるインターネット
パケットに対する優先度であって、上記移動ノードによって受信される及び該移動ノード
から送信するインターネットパケットに与える該優先度を表すサービスレベル識別子を含
むパケットデータ接続起動要求を生成する手段と、
　上記パケットデータ接続起動要求を、上記パケット無線ネットワークの上記コアネット
ワークに通信する手段とを備える通信装置。
【請求項２２】
　コアネットワーク及び無線ネットワークを含むパケット無線ネットワークを用いて、移
動ノードと移動通信を行う通信装置において、
　インターネットパケットを、上記パケット無線ネットワーク内の上記移動ノードの位置
に基づいて、該パケット無線ネットワークの上記無線ネットワークに／から通信する第１
の通信手段と、
　上記移動ノードの位置に基づいて確立された上記コアネットワーク及び上記無線ネット
ワークのうちの少なくとも１つの現在のルーティング構成及び通信リソースに基づいて、
該コアネットワークから該無線ネットワークによって受信される又は該無線ネットワーク
から該コアネットワークに送信するインターネットパケットを、無線アクセスインタフェ
ースを介して、上記移動ノードに／から通信する第２の通信手段と、
　上記インターネットパケットを上記無線ネットワークに亘って通信する通信ベアラを確
立するパケット接続手順に基づいて、他の移動ノードから受信されるインターネットパケ
ットに対する優先度であって、上記移動ノードに／から通信するインターネットパケット
に与える該優先度を表すサービスレベル識別子を含むパケットデータ接続起動要求を、該
移動ノードから受信する受信手段と、
　上記コアネットワーク及び上記無線ネットワークを介する上記移動ノードへの／からの
通信ベアラを、上記パケットデータ接続起動要求に基づいて確立する確立手段と、
　上記移動ノードの位置が変化した後の上記コアネットワーク及び上記無線ネットワーク
のうちの少なくとも１つの上記現在のルーティング構成及び通信リソースを、上記優先度
を表す上記サービスレベル識別子に基づいて適応化する適応化手段とを備える通信装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線ネットワーク及びコアネットワークを含むパケット無線ネットワークを
用いて、移動ノードに移動通信の機能を提供する電気通信システム及び電気通信方法に関
し、移動ノードに／からインターネットパケットを通信する通信ベアラがパケット接続手
順を用いて確立される電気通信システム及び電気通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パケット無線ネットワーク、例えば汎用パケット無線システム（General Packet Radio
 Service：ＧＰＲＳ）では、無線インタフェース及びコアネットワークによって、パケッ
トデータを通信する機能が移動ノードに与えられる。パケット無線ネットワークによって
、移動ノードは、パケット無線ネットワークによって提供されるカバレッジエリア内で、
通信セッションを維持しながら、移動することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　あるシナリオ、例えばピーク使用時間帯、又は混雑した領域、例えば都心をカバーする
パケット無線ネットワークの一部では、パケット無線ネットワークは、様々なネットワー
クサービスための移動ノードからの大量の要求を処理する必要がある。例えば、移動性、
すなわちハンドオーバ要求に起因する移動ノードからの要求は、移動無線ネットワークの
無線ネットワーク及びコアネットワークとの両方に影響を与える場合がある。これらのネ
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ットワークサービスは、シグナリング、例えばルーティング更新メッセージに関連してい
る場合があり、ルーティング更新メッセージは、実際の音声及び／又はデータセッション
、例えば電話、ウェブブラウジング又は電子メールに関連していることもあり、あるいは
、ルーティング更新メッセージは、パケット無線ネットワークの構成又は移動性、例えば
基地局間のハンドオーバをサポートするために必要な通信リソースの割当に関連している
こともある。パケット無線ネットワークがこのような大量の要求を処理する必要があると
き、他の移動ノードからの大量のデータパケットの通信に割り当てことができる通信リソ
ースは限られるので、パケット無線ネットワークを介するデータパケットの通信に遅延又
は中断が増える可能性がある。データパケットの通信におけるこのような遅延又は中断の
増加によって、特に、リアルタイム又はリアルタイムに近いサービス品質、例えば音声サ
ービス又はビデオ会議を必要とするサービスをサポートすることに携わっている移動ノー
ドのサービス品質が低下する。したがって、特に、リアルタイム又はリアルタイムに近い
サービス品質を必要とするサービスをサポートすることに携わっている移動ノードに提供
されるサービス品質に影響する可能性を低減させるために、パケット無線ネットワークに
亘るデータパケットの通信におけるこのような遅延又は中断を軽減又は少なくとも削減す
ることが望まれる。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の一実施の形態においては、移動通信の機能を移動ノードに提供する電気通信シ
ステムは、コアネットワークと無線ネットワークとを含むパケット無線ネットワークを備
える。コアネットワークは、インターネットパケットを、パケット無線ネットワーク内の
移動ノードの位置に基づいて、無線ネットワークに／から通信し、無線ネットワークは、
コアネットワークによって受信された及び無線アクセスインタフェースに送信するインタ
ーネットパケットを、移動ノードに／から通信する。コアネットワーク及び無線ネットワ
ークは、移動ノードの位置に基づいて確立されたコアネットワーク及び無線ネットワーク
のうちの少なくとも１つの現在のルーティング構成及び通信リソースに基づいて、インタ
ーネットパケットを通信する。移動ノードは、インターネットパケットを無線ネットワー
クに亘って通信する通信ベアラを確立するパケット接続手順に基づいて、パケットデータ
接続起動要求を生成する。パケットデータ接続起動要求は、他の移動ノードから受信され
るインターネットパケットに対する優先度であって、移動ノードに／から通信するインタ
ーネットパケットに与える優先度を表すサービスレベル識別子を含む。移動ノードは、パ
ケットデータ接続起動要求を、パケット無線ネットワークのコアネットワークに通信する
。コアネットワークは、パケットデータ接続起動要求に基づいて、コアネットワーク及び
無線ネットワークを介する移動ノードへの／からの通信ベアラを確立する。コアネットワ
ークは、移動ノードの位置が変化した後のコアネットワーク及び無線ネットワークのうち
の少なくとも１つの現在のルーティング構成及び通信リソースを、優先度を表すサービス
レベル識別子に基づいて適応化する。
【０００５】
　パケットデータ接続起動要求にサービスレベル識別子を含ませることによって、パケッ
トデータ接続の処理を優先させることができる。また、パケットデータ接続起動要求にサ
ービスレベル識別子を含ませることによって、コアネットワークは、コアネットワーク及
び無線ネットワーク内のルーティング構成又は通信リソースの処理を優先させることがで
き、したがって、要求されたサービスレベルに応じて、移動ノードにネットワークリソー
スを割り当てることができる。したがって、優先度が高いデータ伝送のアプリケーション
を携わっている移動ノードが、通信ベアラの確立、あるいはルーティング構成又は通信リ
ソースに関連したサービスの要求の何れかで中断又は遅延が生じないように、電気通信シ
ステムは、通信リソースの使用を、このような通信ベアラの確立又はこのようなリソース
の処理が優先されるように最適化することができる。したがって、例えば、リアルタイム
サービスのサポートに携わっている移動ノードには、非リアルタイム又はベストエフォー
ト型のサービス品質、例えば電子メールよりも高い優先度を与えることができ、この移動
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ノードは、インターネットパケットの通信において遅延又は中断による悪い影響を受けな
い。
【０００６】
　リアルタイム又はリアルタイムに近いデータ伝送を必要とする移動ノードのユーザが経
験するデータ伝送の遅延及び中断の問題を軽減するために、移動ノードは、パケットデー
タ起動要求を、サービスレベル識別子を含むように適応化する。サービスレベル識別子は
、無線パケットネットワーク内で動作する他の移動ノードから受信されるインターネット
パケットに対する優先度であって、移動ノードに／から通信するインターネットパケット
に与える優先度を表す。また、コアネットワークは、サービスレベル識別子に基づいて、
コアネットワーク及び無線ネットワークにおけるルーティング構成及び通信リソースを適
応化する。したがって、移動ノードに／から通信されるインターネットパケット、及び移
動ノードに影響を与えるルーティング構成及び通信リソースを、コアネットワークによっ
て優先させることができる。リアルタイム又はリアルタイムに近いデータ伝送を必要とす
る移動ノードのユーザがより高い優先度で待遇されるので、ネットワークリソースの使用
を向上させることができる。
【０００７】
　一実施の形態においては、コアネットワークは、移動ノードからのルーティングエリア
更新要求を、サービスレベル識別子によって表される要求優先度（requested priority）
に基づいて処理する。このように、優先度が高いデータ伝送を必要とするアプリケーショ
ンを実行している移動ノードは、１つのルーティングエリアから他のルーティングエリア
に移動した場合、優先度が低いデータ伝送よりも優先され、優先度が高いサービスは、サ
ービス品質が低下する可能性が少ない。
【０００８】
　幾つかの実施の形態では、コアネットワークは、移動ノードが無線ネットワーク内の複
数の無線通信ノードのうちの第１の無線通信ノードから第２の無線通信ノードに加入を変
更するハンドオーバ手順を処理する。このように、コアネットワークは、サービスレベル
識別子によって表される要求優先度に基づいて、第１の無線通信ノードと第２の無線通信
ノード間の移動ノードの加入を変更する手順を処理する。要求優先度に基づいて加入を変
更することによって、優先度が高いデータ伝送を必要とするアプリケーションを実行して
いる移動ノードは、加入を変更したとき、加入を変更するこのような手順の処理が優先さ
れるので、サービス品質が低下する可能性が低減され、一方、遅延及び中断に影響されな
いアプリケーションを実行している、データ伝送の優先度が低い移動ノードの加入の変更
は、低い優先度によって実行される。
【０００９】
　本発明の様々な更なる実施の形態及び特徴は、添付の特許請求の範囲に定義されている
。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】ＧＰＲＳ／ＵＭＴＳパケット無線ネットワークのブロック図である。
【図２】ＧＰＲＳ／ＵＭＴＳパケット無線ネットワークのブロック図である。
【図３】ＧＰＲＳ／ＧＳＭ規格に基づいて動作するパケット無線ネットワークのブロック
図である。
【図４】移動ノードからコアネットワークに送信されるＰＤＰコンテキスト起動要求メッ
セージを説明する図である。
【図５】パケット設定オプション情報要素のフォーマットを示す図である。
【図６】移動ノードからコアネットワークに送信される、サービスレベル識別子（ＳＩＤ
）を含むように適応化されたＰＤＰコンテキスト起動要求メッセージを示す図である。
【図７】移動ノードから、サービスレベル識別子キャッシュを含むコアネットワークに送
信される、サービスレベル識別子を含むように適応化されたＰＤＰコンテキスト起動要求
メッセージを示す図である。
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【図８】移動ノードから、サービスレベル識別子キャッシュ及びＨＬＲを含むコアネット
ワークに送信される、サービスレベル識別子を含むように適応化されたＰＤＰコンテキス
ト起動要求メッセージを示す図である。
【図９】ＳＧＳＮ内ルーティングエリア変更を行う移動ノードを示すブロック図である。
【図１０】ＳＧＳＮ間ルーティングエリア変更を行う移動ノードを示すブロック図である
。
【図１１】ＳＧＳＮ内ルーティングエリア更新を実行する手順を示す図である。
【図１２】サービスレベル識別子によって優先度が付されたＳＧＳＮ内ルーティングエリ
ア更新を実行する処理を示す図である。
【図１３】ＳＧＳＮ間ルーティングエリア更新を実行する処理を示す図である。
【図１４】サービスレベル識別子によって優先度が付されたＳＧＳＮ間ルーティングエリ
ア更新を実行する処理を示す図である。
【図１５】イントラＳＧＳＮ ＲＮＣハンドオーバを実行する処理を示す図である。
【図１６】サービスレベル識別子によって優先度が付されたＳＧＳＮ間ＲＮＣハンドオー
バを実行する処理を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、添付の図面を参照して、本発明の実施の形態を例示的に説明する。ここで、同様
の部分には、対応する参照符号を付している。
【００１２】
　以下、汎用パケット無線システム（General Packet Radio System：ＧＰＲＳ）に関し
て、本発明の例示的な実施の形態について説明する。図１は、移動ノード（mobile node
：ＭＮ）４に／からインターネットパケットを通信するＧＰＲＳ／ＵＭＴＳパケット無線
ネットワークのブロック図である。図１では、移動ノード４は、パケットデータ通信セッ
ション、例えばウェブブラウジング又は電子メールを行うように構成されている。図１は
、ＧＰＲＳネットワークの構成要素を示しており、ＧＰＲＳネットワークは、ＧＰＲＳゲ
ートウェイサービスノード（GPRS gateway service node：ＧＧＳＮ）２と、サービング
ＧＰＲＳサポートノード（serving GPRS support node：ＳＧＳＮ）１と、無線ネットワ
ーク制御装置（radio network controller：ＲＮＣ）７と、ノードｂ６とを備える。一般
的に、ＧＧＳＮ２及びＳＧＳＮ１は、コアネットワーク（core network：ＣＮ）の一部を
構成し、一方、無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）７及びノードｂ６は、無線ネットワ
ーク（radio network：ＲＮ）の一部を構成している。
【００１３】
　図２は、移動ノード４、ノードｂ６及びＲＮＣ７間の無線通信リンクを介して、移動ノ
ード４に／から通信されるデータパケットの流れを示すブロック図である。そして、イン
ターネットパケットは、ＳＧＳＮ１及びＧＧＳＮ２を介して通信される。インターネット
パケットが外部のＩＰネットワーク８に／から通信される場合、ＧＧＳＮ２は、ＧＰＲＳ
／ＵＭＴＳパケット無線ネットワークからのリンクを提供する。
【００１４】
　後述するように、実施の形態は、ＧＰＲＳ／ＵＭＴＳパケット無線システムに限定され
ない。例えば、図３は、移動ノード２４に／からインターネットパケットを通信するＧＰ
ＲＳ／ＧＳＭパケット無線ネットワークのブロック図である。ＧＰＲＳ／ＵＭＴＳパケッ
ト無線ネットワークと同様に、ＧＧＳＮ及びＳＧＳＮは、コアネットワークの一部を構成
しているが、無線ネットワークは、ＧＰＲＳ／ＵＭＴＳパケット無線システムとは異なり
、基地局／基地局制御装置（base station/base station controller：ＢＳ／ＢＳＣ）、
又はノードＢ及びＲＮＣによって構成されている。
【００１５】
　既知のＧＰＲＳ規格では、移動ノードがインターネットパケットをＧＰＲＳネットワー
クを介して通信する通信ベアラを確立するためには、移動ノードは、パケットデータプロ
トコルコンテキスト手順を用いる。以下、この手順を説明する。
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【００１６】
　［ＰＤＰコンテキスト］
　図４は、ＧＰＲＳ／ＵＭＴＳパケット無線ネットワークにおいて、パケットデータ接続
を確立する手順の具体例を示している。ＧＰＲＳ／ＵＭＴＳパケット無線ネットワークで
は、移動ノードとコアネットワーク間のパケットデータ接続は、コアネットワークに保持
されている通信ベアラプロファイルによって管理される。これは、パケットデータプロト
コル（Packet Data Protocol：ＰＤＰ）コンテキストとして知られている。ＰＤＰコンテ
キストは、通信を管理するために必要な情報を、ルーティングデータと、外部のパケット
網にアクセスできるようにするネットワークノードのアドレスと、ＰＤＰコンテキストの
要求に応じて移動ノードに割り当てられたＩＰアドレスとを含む情報として、含んでいる
。移動ノードは、ＰＤＰコンテキストが起動されたときに、パケットデータ接続を確立す
ることができるだけである。図４に示すように、通信セッションを開始するために、移動
ノード５１は、ＰＤＰコンテキスト５３の設定を要求するＰＤＰコンテキスト起動要求メ
ッセージ５２を、ＳＧＳＮ５６に送信する。ＳＧＳＮ５６がこの要求を受理した場合、Ｓ
ＧＳＮ５６は、ＰＤＰコンテキスト確立要求メッセージ６０１をＧＧＳＮ５９に送信する
。ＧＧＳＮ５９は、ＰＤＰコンテキストを設定、例えば移動ノード５１に割り当てられた
ＩＰアドレスを確立するために必要な幾つかのタスクを実行する。ＧＧＳＮ５９は、ＰＤ
Ｐコンテキストを設定するために必要な全てのタスクを完了したとき、ＰＤＰコンテキス
ト確立済メッセージ６０２をＳＧＳＮ５６に送信する。そして、ＰＤＰコンテキスト５３
が起動され、パケットデータ接続５７が確立される。
【００１７】
　［サービスレベル識別子］
　図６に示すように、リアルタイム又はリアルタイムに近いデータ伝送を必要とする移動
ノードのユーザが経験するデータ伝送の遅延及び中断を低減するために、移動ノードは、
サービスレベル識別子（service level identifier：ＳＩＤ）４０を含むようにＰＤＰコ
ンテキスト起動要求４２を適応化する。サービスレベル識別子４０は、移動性及びハンド
オーバの制御及び管理に与える優先度を表す。例えば、これは、位置更新と、ルーティン
グ更新と、リソース割当と、ＧＰＲＳ／ＵＭＴＳパケット無線ネットワーク内で動作する
他の移動ノードから受信されるインターネットパケットを移動ノードに／から通信するた
めに設定されたベアラとを含んでいる。ＳＧＳＮ４６は、ＧＧＳＮ４９と協働し、優先度
を表すサービスレベル識別子４０に基づいて、コアネットワーク及び無線ネットワーク４
５の現在のルーティング構成及び通信リソースを適応化する。したがって、移動ノードに
／から通信されるインターネットパケット、及び移動ノードに影響を与えるルーティング
及びリソース割当は、コアネットワーク４６によって優先させることができる。この優先
順位によって、ネットワークリソースの使用を向上させることができ、そして、例えばリ
アルタイム又はリアルタイムに近いデータ伝送を必要とする移動ノードのユーザの場合、
より高い優先度で処理することができる。図６に示すように、移動ノードは、サービスレ
ベル識別子４０を、ＰＤＰコンテキスト起動要求メッセージ４２のプロトコル設定オプシ
ョン（Protocol Configuration Option：ＰＣＯ）情報要素４１の未使用ビットに挿入す
る。図５に示すパケット設定オプション情報要素（Packet Configuration Option Inform
ation Element：ＰＣＯ）は、ＰＤＰコンテキスト起動要求メッセージ４２に含まれてい
る情報要素である。これは、技術仕様２４．００８（１０．５．６３）に定義されている
。図５に示すように、ＰＣＯは、第３バイトに未定義の４ビットを含んでいる。これらの
予備ビットをサービスレベル識別子４０として定義することによって、移動ノードは、こ
れらを用いて、要求優先度（requested priority）を表すことができる。あるいは、プロ
トコルＩＤ／プロトコルＩＤコンテンツパートを用いて、サービスレベル識別子を搬送す
ることもできる。
【００１８】
　ＳＧＳＮ４６は、移動ノードからＰＤＰコンテキスト起動要求メッセージ４２を受信す
ると、ＰＣＯ情報要素４１のサービスレベル識別子４０のビットを検査し、移動ノードか
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ら要求されている優先レベルを判定する。
【００１９】
　［サービスレベル識別子キャッシュ］
　図７に示すように、コアネットワークは、サービスレベル識別子キャッシュ４３を維持
している。ＳＧＳＮ４６は、ＰＤＰコンテキスト起動要求メッセージ４２を受信すると、
サービスレベル識別子４０を検査し、サービスレベル識別子４０を、移動ノードに割り当
てられたＰＤＰアドレスに関連付けて、サービスレベル識別子キャッシュ４３に記憶する
。
【００２０】
　図８に示すように、ＳＧＳＮ４６は、要求優先度を表すサービスレベル識別子４０を、
移動ノードの識別子、例えば国際移動体加入者識別番号（International Mobile Subscri
ber Identification：ＩＭＳＩ）４４に関連したプロファイルに、移動ノードに関連して
記憶されている許可サービスレベル（permitted service level）と比較することができ
る。この記憶されているプロファイルは、ホームロケーションレジスタ（home location 
register：ＨＬＲ）４７に保持してもよく、移動ノードが申し込まれた、したがって、与
えることが許された優先度を表している。要求優先度が、許可された優先度を超えていな
い場合、コアネットワークは、移動ノードに要求優先度を与える。比較は、コアネットワ
ークのＳＧＳＮ４６によって行われる。サービスレベル識別子４０を表すこの終了データ
４９は、ＨＬＲ４７に送信される。そして、ＨＬＲ４７は、ＳＧＳＮ４６に、移動ノード
に与えることができる優先度を確認する応答５０を送信する。
【００２１】
　［ルーティングエリア更新］
　無線ネットワークは、図１に示すように、幾つかのルーティングエリア、すなわちルー
ティングエリア１（ＲＡ１）、ルーティングエリア２（ＲＡ２）、ルーティングエリア３
（ＲＡ３）、ルーティングエリア４（ＲＡ４）に分割されている。図１に示すように、Ｓ
ＧＳＮ１は、幾つかのルーティングエリア、例えばルーティングエリア３、ルーティング
エリア４を制御することできる。ＧＰＲＳ／ＵＭＴＳパケット無線ネットワークは、ルー
ティング及び移動ノードの移動性をサポートする目的で、パケット無線ネットワークを論
理エリアに分離するために、異なるルーティングエリアに分割される。移動ノードは、１
つのルーティングエリアから他のルーティングエリアに移動したとき、ルーティングエリ
ア更新メッセージをコアネットワークに送信する。また、移動ノードは、移動したかどう
かにかかわらず、定期的にコアネットワークにルーティングエリア更新を送信することが
要求される。移動ノードが１つのルーティングエリアから他のルーティングエリアに移動
したときに促されるルーティングエリア更新には、ＳＧＳＮ内ルーティングエリア更新（
intra SGSN routing area update）と、ＳＧＳＮ間ルーティングエリア更新（inter SGSN
 routing area update）との２つの種類がある。図９は、ＳＧＳＮ内ルーティングエリア
更新の場合を示している。移動ノードは、あるルーティングエリア、ここでは、ＳＧＳＮ
３２によって制御されているルーティングエリア３３から、他のルーティングエリア、こ
こでは、同じＳＧＳＮ３２によって制御されているルーティングエリア３４に移動する。
図１０は、ＳＧＳＮ間ルーティングエリア更新の場合を示している。移動ノードは、ある
ルーティングエリア、ここでは、１つのＳＧＳＮ３２によって制御されているルーティン
グエリア３３から、他のルーティングエリア、ここでは、別のＳＧＳＮ３１によって制御
されているルーティングエリア３５に移動する。何れの場合も、ルーティングエリア更新
の処理は、ネットワークリソース、例えば帯域幅及び処理時間を消費する。図９に示すよ
うに、ＳＧＳＮ内ルーティングエリア更新は、関連するＳＧＳＮ３２だけで実行すること
ができる。しかしながら、図１０に示すＳＧＳＮ間ルーティングエリア更新は、ＳＧＳＮ
３１、３２の両方及びＧＧＳＮ３６による処理と、移動ノードのＰＤＰコンテキストの更
新とを含むので、更にネットワークリソースを消費する。コアネットワークが多数のデー
タ接続をサポートしている場合には、ルーティングエリア更新を処理する速度が低下する
可能性がある。この結果、パケットデータ接続の起動に携わっている移動ノードでは、イ
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ンターネットパケットの通信において遅延及び中断が生じる可能性がある。
【００２２】
　一実施の形態においては、コアネットワークは、サービスレベル識別子に基づくルーテ
ィングエリア更新を処理する優先レベルを移動ノードに与える。したがって、ルーティン
グエリア間を移動する移動ノードが多くあるシナリオ、例えば、混雑したセル又は移動交
通システム、例えば電車では、コアネットワークは、どの移動ノードがリアルタイム又は
リアルタイムに近いデータ伝送を必要とする通信セッションに携わっているかを判定し、
これに応じて、ルーティングエリア更新の処理を優先させることができる。これは、ＳＧ
ＳＮ又はＧＧＳＮのどちらかで行うことができる。
【００２３】
　［ＳＧＳＮ内ルーティングエリア更新］
　図１１は、ＧＰＲＳ／ＧＳＭパケット無線ネットワークで用いられるＳＧＳＮ内ルーテ
ィングエリア更新のための手順を示している。移動ノード６５は、ルーティングエリア更
新要求６１をＳＧＳＮ６７に送信する。そして、ＳＧＳＮ６７は、要求を有効にする幾つ
かのセキュリティ機能６２を開始することができる。そして、ＳＧＳＮ６７は、ルーティ
ングエリア更新受理メッセージ６３を移動ノード６５に送信する。そして、ＳＧＳＮ６７
は、ルーティングエリア更新６８を実行する。移動ノード６５は、ＳＧＳＮ６７にルーテ
ィングエリア更新完了メッセージ６４を送ることによって、ルーティングエリア更新受理
メッセージ６３に肯定応答する。これらのメッセージは、全て、無線ネットワーク６６を
介して通信される。
【００２４】
　図１２は、ＧＰＲＳ／ＧＳＭパケット無線ネットワークで用いられるＳＧＳＮ内ルーテ
ィングエリア更新によって、サービスレベル識別子に基づくルーティングエリア更新を処
理する優先レベルを移動ノードに与える実施の形態を示している。この具体例では、ＳＧ
ＳＮ６７は、移動ノード６５からルーティングエリア更新要求６１を受信したとき、サー
ビスレベル識別子に基づくルーティングエリア更新６９を優先させる。
【００２５】
　［ＳＧＳＮ間ルーティングエリア更新］
　図１３は、ＧＰＲＳ／ＵＭＴＳパケット無線ネットワークで用いられるＳＧＳＮ間ルー
ティングエリア更新のための簡略手順を示している。この簡略手順は、ルーティングエリ
ア更新の一部としてＰＤＰコンテキストを更新するメカニズムに関する。新サービング無
線ネットワーク装置（serving radio network system：ＳＲＮＳ）８２及び旧ＳＲＳＮ８
１は、それぞれノードｂ及びＲＮＣである。新ＳＲＮＳ８２は、ルーティングエリア更新
要求７１を、移動ノード８１が移動したルーティングエリアを制御する新ＳＧＳＮ８４に
送信する。新ＳＧＳＮ８４は、ＳＧＳＮコンテキスト要求７２を、旧ＳＧＳＮ８５（移動
ノード８１が以前に接続されていたルーティングエリアを制御するＳＧＳＮ）に送信する
。ＳＧＳＮコンテキスト要求７２は、移動ノード８１のＰＤＰコンテキストの詳細を要求
する。メッセージ７３、７４は、移動ノード８１のＰＤＰコンテキストに関する情報を読
み出すメッセージであって、旧ＳＧＳＮ８５と旧ＳＲＮＳ８３間で送受信されるメッセー
ジである。そして、旧ＳＧＳＮ８５は、移動ノード８１のＰＤＰコンテキスト情報を詳述
したＳＧＳＮコンテキスト応答メッセージ７６を、新ＳＧＳＮ８４に送信する。新ＳＧＳ
Ｎ８４は、ＰＤＰコンテキスト更新要求８０を、ＧＧＳＮ８６に送信する。ＧＧＳＮ８６
は、ＰＤＰコンテキスト更新要求８０を受信すると、ＰＤＰコンテキストを更新する。
【００２６】
　図１４は、ＧＰＲＳ／ＧＳＭパケット無線ネットワークで用いられるＳＧＳＮ内ルーテ
ィングエリア更新によって、サービスレベル識別子に基づくルーティングエリア更新を処
理する優先レベルを移動ノードに与える実施の形態を示している。新ＳＧＳＮ８４は、移
動ノード８１からルーティングエリア更新要求７１を受信した後、ルーティングエリア更
新要求を、サービスレベル識別子キャッシュに記憶されている移動ノード８１に関連した
サービスレベル識別子に基づく優先度で処理する。ＧＧＳＮ８６は、新ＳＧＳＮ８４から
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サービスレベル識別子キャッシュに記憶されている移動ノード８１に関連したサービスレ
ベル識別子に基づく優先度で処理する。
【００２７】
　一実施の形態において、コアネットワークは、無線ネットワークノード間のハンドオー
バを実行する優先レベルを、サービスレベル識別子に基づいて移動ノードに与える。図１
５は、ＧＰＲＳ／ＵＭＴＳパケット無線ネットワーク内の１つのＲＮＣから他のＲＮＣへ
の移動ノードのＳＧＳＮ内ハンドオーバのための簡略手順を示している。移動ノード９１
をソースＲＮＣ９２からターゲットＲＮＣ９３にハンドオーバする決定が到着したとき、
ソースＲＮＣ９２は、要求再配置メッセージ９５をＳＧＳＮ９４に送信する。そして、Ｓ
ＧＳＮ９４は、再配置要求メッセージ９６をターゲットＲＮＣ９３に送信し、再配置コマ
ンド９７をソースＲＮＣ９２に送信する。そして、ソースＲＮＣ９２は、再配置コミット
メッセージ９８をターゲットＲＮＣ９３に送信する。そして、ソースＲＮＣ９２は、デー
タ９９をターゲットＲＮＣ９３に転送する。この転送データには、移動ノード９１用の新
たな無線ベアラを確立するために必要なデータが含まれている。そして、ターゲットＲＮ
Ｃ９３は、ＵＭＴＳ地上無線アクセスネットワーク（UMTS terrestrial radio access ne
twork：ＵＴＲＡＮ）モビリティ情報１００を移動ノード９１に送信する。移動ノード９
１は、ＵＴＲＡＮモビリティ情報確認メッセージ１０１をターゲットＲＮＣ９３に送信す
ることによって、ＵＴＲＡＮモビリティ情報１００を確認する。図１６は、ＧＰＲＳ／Ｕ
ＭＴＳパケット無線ネットワーク内の１つＲＮＣから他のＲＮＣへの移動ノードのＳＧＳ
Ｎ内ハンドオーバ手順において、サービスレベル識別子に基づくルーティングエリア更新
を処理する優先レベルを移動ノードに与える実施の形態を示している。ＳＧＳＮ９４は、
ソースＲＮＣ９２から要求再配置メッセージ９５を受信したとき、サービスレベル識別子
情報を、ターゲットＲＮＣ９３に送信する再配置要求メッセージ１０２に入れる。ターゲ
ットＲＮＣ９３は、再配置要求メッセージ１０２を受信すると、サービスレベル識別子情
報によって表される優先度に基づいて、ハンドオーバ手順の更なる処理１０３を優先させ
る。
【００２８】
　本発明の様々な更なる実施の形態及び特徴は、添付の特許請求の範囲において定義され
ている。本発明の範囲から逸脱することなく、本明細書に記載された実施の形態を様々に
変更することができる。例えば、ＧＰＲＳ／ＵＭＴＳ及びＧＰＲＳ／ＧＳＭに関連する本
発明の実施の形態について説明したが、本発明の実施の形態は、他のパケット無線システ
ム及び移動無線規格、例えばＷｉＭＡＸ及びＣＤＭＡ２０００にも適用できることは明ら
かである。更に、以上では、サービスレベル識別子は、ＰＤＰコンテキストのＰＣＯシー
ルド内で搬送しているが、他の具体例として、通信ベアラ確立手順内の他のフィールド又
は他の形式でサービスレベル識別子を搬送してもよいことは明らかである。
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